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「
日
向
十
景
碑
」
に
つ
い
て

修
訂
版

＊
先
に
本
稿
を
公
開
後
、
十
景
の
和
歌
に
つ
い
て
、
飯
泉
健
司
氏
が
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ

で
そ
の
成
果
を
取
り
込
み
つ
つ
、
全
体
的
に
内
容
を
改
め
た
。

整
理
番
号

碑
銘

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
○
一

武
蔵
足
立
郡
日
向
十
景
碑

無
関
道
人
山
民

菊
地
一
孚
（
序
）

無
関
道
人
山
民

斎
藤
義
彦
（
歌
）

雋
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
四
一
・
天
保
一
二

桜
区
西
堀

日
向
不
動
堂

は
じ
め
に

現
さ
い
た
ま
市
桜
区
西
堀
の
微
高
地
で
あ
る
日

向
地
域
に
、「
日
向
十
景
碑
」
が
あ
る
。
碑
文
は
、
日
向
の
地

ひ
な
た

か
ら
見
え
る
す
ば
ら
し
い
景
色
を
十
景
選
び
、
そ
れ
ら
を
和
歌
に
詠
み
、
さ
ら
に
漢
文
の
序
文
を
付
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
二
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
近
世
の
こ
の
あ
た
り
の
姿
や
景
観
を
伝
え
る
貴
重
な

史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
は
、
こ
の
「
日
向
十
景
碑
」
に
つ
い
て
翻
刻
訳
注
を
施
す
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

不
動
堂
で
の
配
置

向
か
っ
て
右
に
法
筺
印
塔
三
基
、

左
に
「
真
鳥
日
向
守
城
址
」
碑
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○
写
真
３

題
額

○
写
真
４

「
碑
記
」
序
文
部
分

○
写
真
５
「
碑
記
」
和
歌
部
分

一
．
石
碑
に
つ
い
て

日
向
の
地
は
、
南
北
に
細
長
く
延
び
る
大
宮
台
地
の
支
台
の
上
に
あ
り
、
東
は
鴻
沼
の
田
圃
を
隔
て
て

大
戸
の
台
地
と
向
き
合
い
、
西
は
荒
川
ま
で
平
野
が
続
き
、
見
晴
ら
し
が
よ
い
。
わ
ず
か
数
㍍
の
低
台
地

で
あ
る
が
、
全
体
が
平
坦
な
関
東
平
野
の
中
に
あ
っ
て
、
わ
ず
か
の
高
低
差
が
、
意
外
な
眺
望
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
台
地
の
西
の
縁
に
鎌
倉
街
道
が
走
り
、
か
つ
て
は
斜
面
林
が
帯
を
な
し
て
続
い
て
い
た
。

一
八
三
○
年
に
完
成
し
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
、
古
伝
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
畠
山
重
忠
の
家

臣
で
あ
る
、
真
嶋
日
向
守
が
こ
の
地
に
館
を
築
い
て
い
た
と
の
話
を
記
す
。
江
戸
中
期
の
鴻
沼
の
開
拓
の

折
に
、
こ
の
あ
た
り
を
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
、
錆
び
た
鎧
や
刀
が
出
土
し
た
と
も
い
う
。『
風
土
記
稿
』

は
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
こ
と
に
は
疑
念
を
示
し
つ
つ
も
、
か
つ
て
日
向
の
地
に
人
が
住
み
、
砦
な
ど
を
構

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
石
碑
を
建
て
た
関
家
は
、
真
嶋
日
向
守
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
。

石
碑
の
立
つ
不
動
堂
は
、
足
立
百
不
動
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
境
内
に
は
、
巨
大
な
地
蔵
尊
や
六

地
蔵
が
あ
る
ほ
か
、
関
家
一
族
や
近
隣
の
一
家
の
墓
が
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。
石
碑
は
、
も
と
も
と
は

西
堀
の
関
家
本
家
の
庭
に
あ
っ
た
が
、
終
戦
後
、
一
族
の
お
墓
が
あ
る
不
動
堂
に
移
さ
れ
た
。

石
碑
本
体
は
、
高
さ
八
十
五
㌢
、
幅
六
十
五
㌢
、
厚
さ
約
七
㌢
。
現
在
は
、
三
基
の
宝
筐
印
塔
と
西
堀

氷
川
神
社
宮
司
真
取
正
二
の
手
に
な
る
「
真
鳥
日
向
守
城
址
」
碑
に
挟
ま
れ
て
、
東
向
き
に
立
つ
。

碑
文
は
正
面
の
み
。
最
上
段
に
、
題
字
が
右
か
ら
左
に
一
列
で
記
さ
れ
て
い
る
。
書
体
は
や
や
隷
書
に

近
い
。
中
段
に
、
序
文
が
漢
文
で
縦
書
き
に
記
さ
れ
る
。
一
行
十
一
字
、
二
十
行
で
整
然
と
彫
ら
れ
て
い
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る
。
こ
ち
ら
は
楷
書
体
。
下
段
に
、
十
景
の
和
歌
が
並
ぶ
。
変
体
仮
名
も
ま
じ
え
た
艶
麗
な
草
書
体
で
あ

る
。

○
図
１

日
向
周
辺
の
地
形
図
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二
．
翻
刻
と
訳
注

（
正
面
）

■
翻
刻

◎
題
字
（
序
文
の
上
部
に
、
右
か
ら
左
へ
）

武州足立郡日向十景碑◎
序
文

崇
巒
危
峰
登
者
皆
知
逞
臨
眺

焉
不
必
煩
石
工
而
勒
其
臨
眺

之
狭
逮
也
若
夫
平
原
曠
野
則

人
狃
其
路
之
坦
而
不
知
其
地

之
漸
隆
髙
乃

臨
眺
㦯
不
譲

崇
巒
危
峰
者
過
焉
蔑
如
也
宐

勒
其
臨
眺
之
狭
逮
以
為
地
顯

其
美
為
人
導
其
勝
此
碑
之
所

不
可
以
已
也
足
立
郡
日
向
邑

在
江
戸
西
北
七
里
許
茫
茫
曠

原
古
狭
稱
武
蔵
野
其
地
也
而

甲
信
以
東
豆
相
以
北
數
州
名

山
歴
歴
呈
眉
睫
間
其
臨
眺
幾

出
乎
崇
巒
危
峰
之
右
所
謂
宐

顯
美
導
勝
之
地
非
耶
邑
人
良

直
慮
其
勝
之
湮
没
而
過
者
之
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蔑
如
也
為
撰
其
十
勝
以
勒
石

囑
余
記
其
梗
槩
天
保
十
二
年

辛
丑
三
月

菊
池
一
孚
撰

無
關
道
人
山
猊
書

＊
異
体
字
な
ど

○
狭

所
。

○

雖
。

○
㦯

或
。

○
宐

宜
。

○
槩

概
。

○
猊

民
。

◎
和
歌

＊
変
体
仮
名
は
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
記
し
、
右
に
通
用
体
を
置
く
。

富
士
雪

義
彦

有
明
の
月
と
見
る
ま
て
久
増
暢
対
雲
袋
ゆ
匂
ふ
不
二
騨
凋
ら
雪

か

た

の

ま

の

し

荒
川
帰
帆

あ
ら
川
対
清
き
流
れ
訴
真
帆
増
け
て
東
ゆ
ひ
他
遊
帰
る
百
舟
に

の

に

か

な

柊
森
夜
雨

柊
対
森
の
む
ら
雨
小
夜
醍
け
て
答
端
ろ
不
二
祢
の
玉
と
ち
り
ぬ
る

の

ふ

や

ひ

ね

鴻
沼
秋
月

千
世
ふ
凍
き
田
靏
の
住
と
ふ
か
楕
沼
対
水
底
照
男
秋
の
夜
対
月

へ

う

の

す

の

上
宮
夕
照

遠
近
対
野
邊
の
木
影
疏
皆
く
れ
て
夕
日
対
残
る
上
宮
の
森

の

は

の

浅
間
山
夕
煙

浅
袋
山
神
対
頂
よ
み
け
増
し
く
と
増
夕
対
風
に
煙
た
多
ひ
く

ま

の

と

か

か

の

な
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筑
波
山
暮
雪

年
こ
と
に
増
み
対
く
ヽ
れ
る
新
ま
り
増
筑
波
の
山
の
雪
対
凋
ら
玉

か

の

か

の

し

平
野
晴
嵐

夕
風
阻
平
野
の
千
種
吹
胴
け
跳
荒
川
小
舩
さ
や
に
見
え
脹
〻

に

わ

て

つ

聖
沼
落
雁

富
士
う
脹
る
聖
対
沼
の
水
底
耐
雪
を
め
て
脹
ヽ
待
つ
る
か
り
増
ね

つ

の

の

つ

お

か

龍
海
寺
晩
鐘

龍
対
海
の
深
き
鱈
対
鐙
の
名
も
凋
る
く
千
里
に
響
く
入
相
の
鐘

の

み

の

り

し

關
伊
左
衛
門
良
直
營
之

■
訳
注

●
人
物

○
邑
人
良
直

末
尾
に
石
碑
の
造
営
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
関
伊
左
衛
門
良
直
。
良
直
は
日
向
関
家
本

家
が
代
々
継
ぐ
本
家
当
主
の
名
前
。
当
時
の
関
家
当
主
だ
ろ
う
。
並
木
薰
『
土
合
郷
土
史
』
（
土
合
郷
土

史
編
さ
ん
協
力
会
、
一
九
六
九
）
に
は
、
明
治
四
十
一
年
生
ま
れ
の
関
良
直
が
、
土
合
村
議
や
村
長
を
勤

め
た
こ
と
を
伝
え
る
。

○
菊
池
一
孚

序
文
の
撰
者
。
陸
奥
一
関
藩
儒
に
菊
池
一
孚
（
一
八
一
○
～
一
八
六
八
）
が
い
る
。
お
そ

ら
く
彼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
号
は
大
瓠
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
江
戸
に
遊
学
し
、
昌
平
黌
で
学

ぶ
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
郷
里
に
帰
り
、
藩
校
教
成
館
の
第
三
代
学
頭
を
務
め
た
。
そ
の
詩
文

集
と
し
て
「
大
瓠
遺
稿
」
（
大
正
三
年
刊
、
国
会
図
書
館
蔵
）
が
残
る
が
、
そ
こ
に
は
「
日
向
十
景
」
の

序
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
遺
稿
」
中
の
彼
の
詩
歌
を
見
る
と
、
昌
平
黌
時
代
も
頻
繁
に

一
関
と
江
戸
と
を
往
復
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
中
で
、
行
程
の
途
中
に
当
た
る
日
向
の
地
に
立

ち
寄
り
、
請
を
受
け
て
序
文
を
も
の
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
彼
の
伝
記
は
「
大
瓠
遺
稿
」

所
収
の
「
大
瓠
先
生
碑
文
」
に
詳
し
い
が
、『
一
関
市
史
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

○
無
関
道
人
山
民

碑
文
を
揮
毫
し
た
ひ
と
だ
ろ
う
が
、
不
詳
。

○
義
彦

和
歌
の
詠
み
手
。
斎
藤
義
彦
（
一
七
八
五
～
一
八
四
一
）
。
神
道
学
者
で
当
時
の
学
識
者
・
文

化
人
。
渡
邉
刀
水
『
再
版

埼
玉
名
家
著
述
目
録
』（
埼
玉
縣
立
埼
玉
圖
書
館
、
一
九
四
一
）
に
よ
れ
ば
、

通
称
淡
路
正
、
号
三
禊
舎
。
秩
父
長
留
村
人
。
神
職
で
、
「
臥
龍
山
宮
傳
記
」
「
武
蔵
四
十
四
座
社
道
法

命
附
」
（
い
ず
れ
も
「
埼
玉
叢
書
」
所
収
）
の
著
述
が
あ
る
ほ
か
「
武
蔵
国
一
宮
氷
川
神
社
碑
銘
」
（
未

刊
）
な
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
。
後
掲
飯
泉
論
文
に
よ
れ
ば
、
國
學
院
大
學
に
斎
藤
義
彦
の
歌
集
「
義
彦
集
」
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が
あ
り
、
そ
こ
に
は
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
「
日
向
十
景
歌
」
と
か
な
り
重
複
す
る
「
西
堀
八
景
」

と
題
す
る
連
作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

◎
序
文

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
ご
と
に
改
行
）

武
州
足
立
郡
日
向
十
景
碑

崇
巒
危
峰
、
登
者
、
皆
知
逞
臨
眺
焉
。

不
必
煩
石
工
、
而
勒
其
臨
眺
之
所
逮
也
。

若
夫
平
原
曠
野
、
則
人
狃
其
路
之
坦
、
而
不
知
其
地
之
漸
隆
高
。

乃
雖
臨
眺
或
不
讓
崇
巒
危
峰
者
、
過
焉
蔑
如
也
。

宜
勒
其
臨
眺
之
所
逮
、
以
爲
地
顯
其
美
、
爲
人
導
其
勝
。

此
碑
之
所
不
可
以
已
也
。

足
立
郡
日
向
邑
、
在
江
戸
西
北
七
里
許
。

茫
茫
曠
原
、
古
所
稱
武
蔵
野
、
其
地
也
。

而
甲
信
以
東
、
豆
相
以
北
、
數
州
名
山
、
歴
歴
呈
眉
睫
間
。

其
臨
眺
幾
出
乎
崇
巒
危
峰
之
右
。

所
謂
、
宜
顯
美
、
導
勝
之
地
非
耶
。

邑
人
良
直
、
慮
其
勝
之
湮
没
而
過
者
之
蔑
如
也
、
爲
撰
其
十
勝
、
以
勒
石
、
嘱
余
記
其
梗
概
。

天
保
十
二
年
辛
丑
三
月
、

菊
池
一
孚
撰
。

無
關
道
人
山
民
書
。

關
伊
左
衛
門
良
直
營
之
。

●
書
き
下
し
文

武
州
足
立
郡
日
向
十
景
の
碑

崇
巒
危
峰
は
、
登
る
者
、
皆
な
臨
眺
を

逞

し
く
す
る
を
知
る
。

た
く
ま

必
ら
ず
し
も
石
工
を
煩
わ
せ
て
、
其
の
臨
眺
の
逮
ぶ
所
を
勒
せ
ざ
る
な
り
。

お
よ

若
し
夫
れ
平
原
曠
野
な
れ
ば
、
則
ち
人

其
の
路
の
坦
な
る
に
狃
れ
て
、
其
の
地
の
漸
く
隆
高
な
る
を
知

な

ら
ず
。

乃
ち
臨
眺
の
或
い
は
崇
巒
危
峰
に
讓
ら
ざ
る
者
な
り
と
雖
も
、
焉
を
過
ぎ
て
蔑
如
と
す
る
な
り
。

宜
し
く
其
の
臨
眺
の
逮
ぶ
所
を
勒
し
て
、
以
て
地
の
爲
に
は
其
の
美
を
顯
か
に
し
、
人
の
爲
に
は
其
の
勝

を
導
び
く
べ
き
な
り
。

此
れ
碑
の
以
て
已
む
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

足
立
郡
日
向
邑
は
、
江
戸
の
西
北
七
里
許
り
に
在
り
。

ば
か

茫
茫
た
る
曠
原
に
し
て
、
古
に
稱
す
る
所
の
武
蔵
野
、
其
の
地
な
り
。

而
し
て
甲
信
以
東
、
豆
相
以
北
の
、
數
州
の
名
山
、
歴
歴
と
し
て
眉
睫
の
間
に
呈
す
。

其
の
臨
眺
は
幾
ん
ど
崇
巒
危
峰
の
右
に
出
で
ん
と
す
。

い
わ
ゆ
る
「
宜
し
く
美
を
顯
ら
か
に
し
、
勝
を
導
び
く
べ
き
の
地
」
に
、
非
ず
や
。
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邑
人
良
直
、
其
の
勝
の
湮
没
し
て
、
過
ぐ
る
者
の
蔑
如
と
す
る
を
慮
る
や
、
為
に
其
の
十
勝
を
撰
し
、
以

て
石
に
勒
し
、
余
に
嘱
し
て
其
の
梗
概
を
記
せ
し
む
。

天
保
十
二
年
辛
丑
三
月
、
菊
池
一

孚
撰
す
。

か
ず
ざ
ね

無
關
道
人
山
民
書
す
。

関
伊
左
衛
門
良
直
之
を
営
む
。

●
注

○
武
州

武
蔵
の
国
。

○
崇
巒

熟
語
は
無
い
が
、
崇
は
、
高
い
、
巒
は
、
山
。
高
い
山
。

○
危
峰

高
く
切
り
立
っ
た
山
。

○
逞

満
足
す
る
、
心
地
よ
く
思
う
。

○
臨
眺

高
い
所
か
ら
遠
く
を
眺
め
る
こ
と
。

○
逮

及
ぶ
。

○
曠
野

広
々
と
し
た
原
野
。「
詩
経
」
小
雅
・
何
草
不
黄
に
「
匪
兕
匪
虎
、
率
彼
曠
野
」
と
あ
る
。

○
狃

慣
れ
き
っ
て
し
ま
い
、
注
意
を
払
わ
な
く
な
る
。

○
蔑
如

取
る
に
足
ら
な
い
さ
ま
。

足
立
郡
日
向
邑
、
在
江
戸
西
北
七
里
許
。

○
茫
茫

は
る
か
に
遠
い
さ
ま
。
こ
こ
で
は
は
る
か
に
見
通
せ
る
こ
と
を
い
う
。

○
甲
信

甲
斐
と
信
濃
。

○
豆
相

伊
豆
と
相
模
。

○
歴
歴

は
っ
き
り
と
明
か
な
さ
ま
。

○
呈

示
す
、
あ
ら
わ
す
。

○
眉
睫

ま
ゆ
と
ま
つ
げ
。

邑
人
良
直
、
慮
其
勝
之

○
湮
没

湮
は
、
し
ず
む
。
湮
没
で
、
水
底
に
し
ず
み
か
く
れ
る
、
転
じ
て
、
う
ず
も
れ
て
人
に
知
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
。

●
口
語
訳

【
低
地
で
も
眺
望
が
よ
い
と
こ
ろ
を
石
碑
に
し
て
残
す
意
義
「
美
を
顕
か
に
し
名
勝
へ
導
く
」】

高
い
山
や
険
し
い
峯
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
、
そ
こ
に
登
る
者
は
眺
望
が
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
分
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
石
工
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
て
、
眺
望
の
及
ぶ
範
囲
を
石
碑
に
刻

む
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
こ
れ
が
平
ら
な
平
野
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
人
々
は
平
坦
さ
に
慣
れ
き
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

土
地
が
少
し
ば
か
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
平
野
の
中
の
小
山
の
中
に
、

そ
の
眺
望
が
高
い
山
や
険
し
い
峯
に
も
負
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
を
通
り
過
ぎ
て
、
取

る
に
足
ら
な
い
も
の
と
見
な
し
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
場
所
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
の
及
ぶ
範
囲
を
石
に
刻
み
、
そ
の
土
地
に
と

っ
て
は
「
美
」
を
明
ら
か
に
し
、
人
々
に
と
っ
て
は
名
勝
の
地
へ
と
導
く
こ
と
を
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、
石
碑
と
い
う
も
の
が
存
在
し
続
け
る
理
由
な
の
で
あ
る
。

【
日
向
郷
こ
そ
顕
美
導
勝
の
地
】

足
立
郡
の
日
向
郷
は
、
江
戸
の
西
北
七
里
ば
か
り
に
あ
る
。
広
大
で
広
々
と
し
た
平
野
の
地
で
あ
っ
て
、
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古
に
い
う
「
武
蔵
野
」
の
地
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
か
ら
は
、
甲
斐
・
信
濃
の
国
よ
り
東
、
伊
豆
・
相
模
の
国
よ
り
北
の
、
関
東
数
州
の
名
山

が
、
あ
り
あ
り
と
目
の
前
に
現
れ
て
見
え
る
。

そ
の
眺
望
は
、
高
い
山
や
険
し
い
峯
よ
り
も
優
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
こ
こ
こ
そ
「
そ
の
地
の
美
を
顕
彰

し
、
人
を
名
勝
に
導
く
」
土
地
で
あ
る
と
い
っ
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

【
日
向
十
景
】

郷
人
の
関
良
直
君
は
、
こ
の
日
向
の
地
の
名
勝
が
埋
没
し
て
、
通
り
す
ぎ
る
人
が
取
る
に
足
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
見
な
し
て
し
ま
う
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
の
名
勝
を
十
景
選
び
、
そ
れ

を
石
に
刻
ん
で
残
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
私
に
こ
の
こ
と
の
概
略
を
文
と
し
て
書
か
せ
た
の
で
あ
る
。

【
記
録
】

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）、
辛
丑
の
年
、
三
月
。
菊
池
一
孚
が
撰
文
し
た
。

無
關
道
人
山
民
が
揮
毫
し
た
。

関
伊
左
衛
門
良
直
が
こ
の
碑
を
造
営
し
た
。

◎
和
歌

＊
一
首
づ
つ
、
本
文
と
解
釈
、
補
足
を
施
す
。

＊
本
文
は
、
仮
名
は
通
用
書
体
に
改
め
、
一
部
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
漢
字
に
読
み
仮
名
を
施
し
た
。

［
一
番
歌
］

●
本
文

富
士
雪

義
彦

有

明
の

月
と
見
る
ま
で

久
か
た
の

雲
間
ゆ
匂
ふ

不
二
（
富
士
）
の
白

雪

あ
り
あ
け

つ
き

み

ひ
さ

く
も
ま

に
ほ

ふ

じ

し
ら
ゆ
き

●
訳明

け
方
に
南
西
の
空
に
残
っ
た
月
か
と
思
え
る
ほ
ど
輝
い
て
い
る
。
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
雲
間
か
ら
見

え
る
富
士
の
清
廉
な
白
雪
は
。

●
補
足

・
富
士
の
白
雪
を
有
明
の
月
に
見
立
て
て
い
る
。

・
「
久
か
た
の
」

月
・
日
・
雲
な
ど
に
係
る
枕
詞
。

・
「
雲
間
ゆ
」

「
ゆ
」
は
、
起
点
・
経
過
点
を
示
す
上
代
語
。
齋
藤
は
わ
ざ
と
使
用
し
て
い
る
。

［
二
番
歌
］

●
本
文

荒
川
帰
帆

荒

川
の

清
き
流
れ
に

真
帆
か
け
て

東

ゆ
ひ
な
遊

帰
る
百

舟

あ
ら
か
わ

き
よ

な
が

ま

ほ

あ
づ
ま

ゆ

か
へ

も
も
ふ
ね

●
訳清

ら
か
な
荒
川
の
流
れ
に
、
帆
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
、
東
（
江
戸
）
や
田
舎
に
向
か
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
舟
が
帰
っ
て
い
く
。
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●
補
足

・
「
東
ゆ
ひ
な
遊
」

ふ
た
つ
の
「
ゆ
」
は
、「
～
に
向
か
っ
て
」
の
意
。「
東
」
は
江
戸
で
荒
川
の
下
流
、

ゆ

「
ひ
な
」
は
田
舎
で
、
こ
こ
で
は
荒
川
の
上
流
を
指
す
。

［
三
番
歌
］

●
本
文

柊
森
夜
雨

柊

の

森
の
叢

雨

小
夜
ふ
け
て

八
尋
不
二
（
富
士
）
峰
の

玉
と
散
り
ぬ
る

ひ
ひ
ら
ぎ

も
り

む
ら
さ
め

さ

よ

や
ひ
ろ

ふ

じ

た
ま

●
訳柊

の
森
に
突
如
降
り
出
し
た
激
し
い
雨
。
夜
更
け
に
大
き
な
富
士
山
の
峰
が
玉
の
如
く
散
っ
た
。

●
補
足

・
「
柊
の
森
」

日
向
関
家
の
南
に
「
柊
稲
荷
」
が
あ
る
。
か
つ
て
は
広
い
森
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
「
叢
雨
」

突
然
の
雨
。
飯
泉
は
、
「
夜
の
激
し
い
雨
音
に
、
柊
の
森
と
富
士
山
と
を
幻
視
す
る
。
音

だ
け
に
よ
っ
て
、
見
え
な
い
外
の
世
界
を
想
像
す
る
」
と
解
し
て
い
る
。

・
「
玉
と
散
り
ぬ
る
」

飯
泉
は
「
恐
ら
く
雪
が
散
る
こ
と
を
い
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、
「
叢

雨
」
と
「
富
士
峰
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
つ
の
案
を
提
示
し
、
自
ら
は
「
富
士
の
雪
解
け
と
藤
の
花

の
散
る
様
と
を
重
ね
る
」
と
い
う
私
案
を
提
示
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
叢
雨
が
、
大
富
士
山
の
雪
を
飛

び
散
ら
か
し
た
」
と
解
し
た
上
で
、
そ
の
裏
に
「
突
然
の
夜
雨
に
逆
さ
富
士
の
よ
う
な
形
の
藤
の
花
が
散

っ
て
し
ま
っ
た
。
同
時
に
富
士
の
雪
も
消
え
た
」
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

［
四
番
歌
］

●
本
文

鴻
沼
秋
月

千
世
経
べ
き

田
靏
の
住
と
ふ

鴻

沼
の

水

底
照
す

秋
の
夜
の
月

ち

よ

き
ふ

た

づ

す
む

か
う
ぬ
ま

み
な
そ
こ
て
ら

あ
き

よ

つ
き

●
訳千

年
も
生
き
る
鶴
が
住
む
と
い
う
鴻
沼
。
（
そ
の
清
ら
か
な
）
鴻
沼
の
水
底
ま
で
も
は
っ
き
り
と
照
ら

す
秋
の
月
よ
。

●
補
足

・
「
田
靏
」

白
い
鳥
一
般
。
神
聖
な
鳥
。
飯
泉
は
「
こ
こ
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
鴻
沼

の
「
水
底
に
千
年
生
き
る
「
田
靏
」
を
幻
想
す
る
」
と
す
る
。

［
五
番
歌
］

●
本
文

上
宮
夕
照

遠

近
の

野
辺
の
木
影
は

皆
く
れ
て

夕
日
の
残
る

上

宮
の
森

を
ち
こ
ち

の

べ

こ
か
げ

み
な

ゆ
ふ
ひ

の
こ

か
み
み
や

も
り
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●
訳あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
野
辺
の
木
々
は
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
暗
い
。
し
か
し
上
宮
の
森
だ
け
は
、
唯
一
夕
日

に
照
ら
さ
れ
て
、
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。

●
補
足

・
「
遠
近
の
野
辺
」

飯
泉
は
「
野
は
傾
斜
地
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
日
向
の
西
側
の
崖
か
ら

続
く
平
野
部
を
指
す
」
と
注
す
。

・
「
上
宮
」

こ
こ
で
は
「
か
み
み
や
」
と
読
む
。
西
堀
氷
川
神
社
を
指
す
。
田
島
の
氷
川
神
社
を
、
対

と
し
て
「
下
宮
」
と
呼
ぶ
。
飯
泉
は
「
寺
院
で
は
地
名
を
音
読
み
し
て
山
号
と
す
る
の
で
「
上

宮

山

じ
よ
う
ぐ
う
さ
ん

医
王
寺
」
が
あ
る
。
た
だ
し
神
道
家
と
し
て
は
、
や
は
り
「
か
み
み
や
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
す
る
。

［
六
番
歌
］

●
本
文

浅
間
山
夕
煙

浅
間
山

神
の
豊
御
食

炊
し
く
と
か

夕

の
風
に

煙

た
な
び
く

あ
さ
ま
や
ま

か
み

と
よ
み
け

か

ゆ
ふ
べ

か
ぜ

け
む
り

●
訳浅

間
山
で
は
、
神
（
富
士
の
浅
間
神
社
）
に
捧
げ
る
お
食
事
を
炊
く
煙
が
、
夕
風
に
棚
引
い
て
い
る
こ

と
よ
。

●
補
足

・
浅
間
山
の
噴
煙
を
炊
飯
に
見
立
て
て
い
る
。

［
七
番
歌
］

●
本
文

筑
波
山
暮
雪

年

毎
に

神
の
括
れ
る
新

鞠
か

筑
波
の
山
の

雪
の
白

玉

と
し
ご
と

か
み

く
く

に
い
ま
り

つ
く
ば

や
ま

ゆ
き

し
ら
た
ま

●
訳毎

年
、
神
様
が
新
し
く
作
っ
て
い
る
鞠
な
の
か
、
筑
波
山
に
出
現
し
た
、
雪
で
で
き
た
白
玉
は
。

●
補
足

・
「
筑
波
の
山
」

筑
波
山
は
男
女
二
神
を
祭
る
。
飯
泉
は
、
同
じ
男
女
神
を
祭
る
滋
賀
県
日
枝
神
社
で

は
、
男
女
神
を
里
に
下
ろ
し
て
夫
婦
の
営
み
を
し
て
御
子
神
が
生
ま
れ
る
と
い
う
神
事
が
行
わ
れ
る
。
筑

波
の
男
女
神
も
、
毎
年
御
子
神
を
成
す
と
考
え
、
雪
に
御
子
神
（
新
鞠
）
を
見
立
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
す
る
。

・
「
雪
の
白
玉
」

夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
筑
波
山
の
二
つ
の
山
頂
に
積
も
っ
た
雪
を
白
玉
に
見
立
て
て
い

る
。
前
項
を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
筑
波
山
の
夫
婦
神
が
作
っ
た
鞠
（
子
ど
も
の
象
徴
）
に
見
立

て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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［
八
番
歌
］

●
本
文

平
野
晴
嵐

夕

風
に

平
野
の
千
種

吹
わ
け
て

荒

川
小
船

さ
や
に
見
え
つ
つ

ゆ
ふ
か
ぜ

ひ
ら
の

ち
ぐ
さ

ふ
き

あ
ら
か
わ
を
ぶ
ね

み

●
訳

（
不
思
議
に
も
）
夕
風
が
吹
く
。
平
野
一
面
の
草
々
が
全
て
靡
い
て
、
荒
川
に
浮
か
ぶ
小
船
が
は
っ
き
り

と
見
え
る
こ
と
だ
。

●
補
足

・
「
小
船
」

作
者
は
小
船
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
千
種
に
遮
ら
れ
て
見
え
な
か
っ
た
小
船
を
、
夕
日

が
見
せ
て
く
れ
る
。
船
に
乗
る
の
は
、
別
れ
た
恋
人
か
、
も
し
く
は
帰
る
友
か
。

［
九
番
歌
］

●
本
文

聖
沼
落
雁

富
士
映
る

聖

の
沼
の

水

底
の

雪
を
愛
で
つ
つ

落
つ
る
雁
が
ね

ふ

じ

う
つ

ひ
じ
り

ぬ
ま

み
な
そ
こ

ゆ
き

め

お

か
り

●
訳富

士
を
映
し
出
す
、
清
ら
か
な
沼
。
そ
の
沼
の
水
底
の
雪
（
富
士
の
雪
）
を
愛
で
て
、
雁
は
沼
に
向
か

っ
て
飛
び
降
り
て
く
る
。

［
十
番
歌
］

●
本
文

龍
海
寺
晩
鐘

龍
の
海
の

深
き
御
法
の

名
も
著
く

千
里
に
響
く

入

相
の
鐘

た
つ

う
み

ふ
か

み
の
り

な

し
る

ち
さ
と

ひ
び

い
り
あ
ひ

か
ね

●
訳龍

が
棲
む
深
い
海
。
そ
の
よ
う
に
深
い
（
深
淵
な
）
仏
の
教
え
を
名
に
持
つ
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と

で
有
名
な
龍
海
寺
。
そ
の
鐘
（
夕
刻
を
告
げ
る
）
の
音
が
千
里
ま
で
も
響
く
。

●
補
足

・
「
龍
海
寺
」

旧
与
野
市
上
峰
に
あ
っ
た
黄
檗
宗
の
寺
院
。
明
治
五
年
廃
寺
。
大
和
国
の
龍
海
寺
に
、

法
華
経
を
読
経
す
る
僧
の
声
に
感
じ
た
龍
が
、
干
魃
時
に
大
雨
を
降
ら
せ
た
と
言
う
話
が
あ
り
、
海
に
棲

む
龍
王
が
、
人
間
の
吹
く
笛
の
音
に
感
じ
た
と
言
う
話
も
あ
る
。
聖
な
る
音
が
、
海
の
世
界
と
こ
の
世
と

を
結
び
つ
け
る
。
こ
の
歌
で
も
、
深
い
海
の
世
界
と
こ
の
世
（
千
里
）
と
が
、
鐘
の
音
に
よ
っ
て
結
ば
れ

て
い
る
。

・
「
御
法
」

仏
法
。

・
「
著
く
」

「
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
」
「
効
果
が
著
し
い
」
の
意
。
龍
海
寺
の
名
が
仏
の
教
え
を
明

し
る

瞭
に
示
し
て
い
る
、
と
い
う
意
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
「

験

」
の
意
も
含
ま
れ
て
い
る
。

し
る
し
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三
．
補
説

（
一
）
八
景
現
象

日
向
十
景
は
、「
瀟
湘
八
景
」
を
淵
源
と
す
る
「
八
景
現
象
」
の
一
つ
と
言
え
る
。

「
瀟
湘
」
と
は
、
中
国
湖
南
省
の
洞
庭
湖
に
流
入
す
る
湘
江
と
そ
の
支
流
で
あ
る
瀟
水
。
「
瀟
湘
八
景
」

と
は
、
こ
の
河
川
に
関
わ
る
八
つ
の
名
勝
の
景
観
。
こ
の
地
は
、
風
光
明
媚
な
水
郷
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、

北
宋
の
時
代
に
宋
迪
と
い
う
文
人
が
、
こ
こ
の
景
色
を
八
点
選
び
、
標
題
を
つ
け
、
山
水
図
と
し
て
画
い

た
。美

し
い
景
観
を
一
定
数
あ
げ
て
絵
画
と
し
た
宋
迪
の
試
み
は
大
変
な
評
判
を
呼
び
、
彼
に
習
っ
て
名
勝

を
選
ん
で
絵
画
や
詩
歌
を
作
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
内
山
精
也
は
そ
れ
を
「
八
景
現
象
」
と
呼
び
、
次
の

よ
う
に
定
義
し
た
（
２
）

。

「
あ
る
一
地
域
の
景
勝
地
を
八
箇
所
乃
至
数
カ
所
切
り
取
り
、
各
景
観
を
主
と
し
て
漢
字
四
字
に
よ
っ
て
、

標
題
し
、
詩
歌
や
絵
画
に
よ
っ
て
具
体
的
に
描
写
す
る
」。

た
だ
し
、
詩
歌
の
み
の
場
合
や
、
絵
画
の
み
の
場
合
も
あ
る
。

こ
の
現
象
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
朝
鮮
や
日
本
に
も
及
び
、
お
び
た
だ
し
い
数

の
「
八
景
」
が
誕
生
し
た
（
３
）

。

本
家
の
「
瀟
湘
八
景
」
で
取
り
あ
げ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
瀟
湘
夜
雨
・
平
沙
落
雁
・
烟
寺
晩
鐘
・
山
市

晴
嵐
・
江
天
暮
雪
・
漁
村
夕
照
・
洞
庭
秋
月
・
遠
浦
帰
帆
の
八
要
素
。
日
向
十
景
で
は
こ
れ
に
「
雪
」
と

「
夕
煙
」
を
加
え
て
十
景
と
し
て
い
る
。

（
二
）
日
向
十
景
碑
文
和
歌
の
成
立

後
掲
飯
泉
論
文
に
よ
り
な
が
ら
、
日
向
十
景
碑
文
和
歌
及
び
碑
文
の
成
立
の
経
緯
を
概
観
す
る
。（
［

］

は
稿
者
の
補
足
）。

日
向
に
住
む
［
名
主
の
］
関
良
直
が
、
当
地
の
佳
景
を
伝
え
よ
う
と
思
い
、
碑
文
を
作
る
こ
と
を
発
案

す
る
。

ま
ず
関
良
直
は
八
景
を
選
ぼ
う
と
す
る
。
絞
り
き
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
「
九
景
」
の
候
補
を
あ
げ
る

［
現
日
向
十
景
か
ら
「
平
野
晴
嵐
」
を
除
い
た
も
の
］。
隣
村
［
鈴
谷
村
］
の
名
士
で
あ
る
稲
垣
田
龍
（
４
）

を
通
じ
て
、
斎
藤
義
彦
に
歌
を
依
頼
。

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
三
月
一
二
日
～
六
月
九
日
の
間
、
斎
藤
義
彦
は
、
当
地
（
西
堀
）
に
立
ち
寄

り
、
「
九
景
」
に
対
し
て
一
○
首
の
歌
を
詠
む
［
「
筑
波
暮
雪
」
が
二
首
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
義
彦
集
」

所
収
の
「
西
堀
八
景
歌
」
）
。
そ
の
後
、
斎
藤
義
彦
と
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
筑
波
暮
雪
」
の

一
首
を
削
り
、「
平
野
晴
嵐
」
歌
を
加
え
て
い
る
。

斎
藤
義
彦
の
助
言
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、［
関
良
直
は
］「
八
景
」
に
拘
ら
な
く
な
り
、「
十
景
」

を
選
定
す
る
。
そ
こ
で
、「
十
景
」
の
歌
会
を
開
き
、［
斎
藤
義
彦
が
詠
ん
だ
］
歌
を
披
露
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
陸
奥
一
関
藩
の
儒
者
で
あ
る
菊
地
一
孚
に
漢
文
の
序
文
を
依
頼
す
る
。
天
保
十
二
（
一

八
四
一
）
年
三
月
、
菊
地
一
孚
が
序
文
を
書
き
上
げ
る
。「
無
関
道
人
山
民
」
が
揮
毫
す
る
。

［
日
向
十
景
碑
が
完
成
し
、
関
家
の
庭
に
立
て
ら
れ
る
。］

四
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
化
三
十
（
一
八
三
○
）
年
）

百
五
十
三
巻

足
立
郡
之
二
十
一
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●
與
野
領

◎
西
堀
村

「
西
堀
村
は
今
郷
名
を
用
ひ
さ
れ
ど
古
は
與
野
郷
と
唱
へ
し
に
や
、
（
略
）
民
戸
百
六
軒
、
東
は
鴻
沼
を

隔
て
大
戸
村
に
隣
り
、
西
は
町
家
村
及
び
新
開
村
に
し
て
、
南
は
田
島
・
關
の
二
村
、
北
は
本
宿
村
に
接

せ
り
、
相
傳
ふ
古
は
畠
山
重
忠
が
臣
眞
島
日
向
守
と
い
へ
る
人
の
領
に
し
て
、
今
も
其
居
城
跡
と
云
所
あ

り
、
其
邊
の
小
名
を
日
向
と
呼
で
、
土
人
は
自
ら
西
堀
・
日
向
と
二
村
の
如
く
に
唱
へ
り
、
猶
城
跡
の
こ

と
は
下
に
辨
ず
、
其
後
の
こ
と
は
す
べ
て
詳
な
ら
ず
」

：
小
名

○
日
向

「
眞
嶋
日
向
守
が
城
跡
の
邊
を
す
べ
て
い
へ
り
、
今
土
人
は
日
向
村
な
ど
號
し
て
一
村
の
如
く
呼
な
せ
ど
、

全
く
村
内
の
小
名
な
り
」

：
神
社

○
氷
川
社

「
一
宮
の
男
神
女
神
を
移
し
祀
れ
り
、
本
地
は
觀
音
な
り
、
當
社
を
上
の
宮
と
い
ひ
、
隣
村
田
島
村
の
氷

川
社
を
下
の
宮
と
稱
す
、
慶
安
元
年
社
領
十
石
の
御
朱
印
を
附
す
」

○
稻
荷
社
二
字

「
一
は
柊
稻
荷
と
稱
し
、
村
民
の
持
」

：
寺
院

○
醫
王
院

「
真
義
眞
言
宗
、
與
野
町
圓
乗
院
末
、
上
宮
山
と
號
す
、
本
尊
不
動
を
安
ず
」

○
長
福
寺

「
同
宗
同
末
な
り
、
本
尊
觀
音
を
安
ず
」

○
不
動
堂

「
日
向
不
動
と
號
す
、
長
福
寺
持
な
り
、
縁
起
の
略
に
云
、
往
古
此
邊
に
一
の
惡
鬼
住
て
里
民
を
な
や
ま

し
け
る
に
、
弘
法
大
師
諸
國
遍
歴
の
を
り
か
ら
こ
ゝ
に
來
り
、
民
の
な
げ
く
を
憐
み
て
、
傳
教
大
師
の
作

れ
る
不
動
の
像
を
授
く
、
里
人
是
を
尊
崇
せ
し
よ
り
悉
く
安
穏
を
得
た
り
、
故
に
一
宇
の
草
堂
を
營
み
彼

像
を
安
ぜ
り
、
是
今
の
本
尊
な
り
、
其
後
遙
の
星
霜
を
經
て
、
建
久
の
頃
畠
山
重
忠
此
邊
を
領
せ
し
時
、

當
所
に
城
を
築
き
家
臣
眞
嶋
日
向
守
を
し
て
こ
ゝ
に
居
ら
し
め
け
る
に
よ
り
、
則
日
向
守
此
像
を
守
本
尊

と
し
て
尊
敬
せ
り
、
故
に
今
も
日
向
不
動
と
號
す
、
中
古
に
至
り
て
岩
槻
の
城
主
太
田
家
臣
本
間
六
郎
氏

種
と
云
も
の
、
天
正
十
八
年
岩
槻
落
城
の
時
、
城
内
を
逃
れ
出
て
こ
ゝ
に
來
り
、
此
堂
に
忍
び
危
を
免
れ

し
か
ば
、
靈
験
の
著
し
き
を
感
じ
剃
髪
染
衣
と
な
り
て
、
終
身
當
所
に
留
ま
れ
り
云
々
、
此
縁
起
の
説
最

う
け
が
た
け
れ
ど
、
姑
く
傳
の
ま
ま
を
記
せ
り
、
今
村
内
に
本
間
塚
と
云
あ
り
、
則
此
氏
種
を
葬
し
所
な

る
由
土
人
は
い
へ
ど
い
か
が
あ
ら
ん
、

：
塚

○
富
士
見
塚

「
小
名
日
向
に
あ
り
、
古
城
跡
の
續
き
な
る
崖
の
上
な
り
、
こ
ゝ
よ
り
西
に
望
め
ば
富
士
及
び
箱
根
・
大

山
・
榛
名
又
御
嶽
・
武
甲
山
等
目
前
に
見
え
て
眺
望
い
と
勝
れ
た
り
、
眼
下
に
は
水
田
打
續
き
た
り
、
土

人
の
話
に
秋
冬
の
頃
天
氣
極
て
快
晴
な
る
時
は
、
富
嶽
宛
然
と
し
て
こ
の
水
面
に
う
つ
れ
り
、
尤
も
た
ま

〱
地
形
に
よ
り
て
向
に
あ
る
物
の
影
の
う
つ
る
こ
と
あ
れ
ど
、
悉
く
逆
に
寫
る
を
常
と
す
れ
ど
こ
ゝ
は
左

に
あ
ら
ず
、
直
ち
に
水
底
に
あ
る
が
如
に
見
ゆ
と
い
へ
り
」

：
舊
跡
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○
真
鳥
日
向
守
城
蹟

「
村
の
北
に
て
丘
の
上
を
云
、
（
略
）
今
こ
の
城
跡
を
眞
鳥
山
と
呼
ぶ
、
廻
に
堀
を
構
へ
し
址
見
ゆ
、
傍

に
祠
あ
り
、
眞
鳥
稻
荷
と
號
す
、
是
日
向
守
が
靈
を
祀
れ
り
と
、
此
所
も
眺
望
富
士
見
塚
に
同
じ
、
享
保

年
中
鴻
沼
新
開
の
と
き
、
當
所
の
土
を
掘
り
運
漕
し
け
る
に
、
鎧
刀
等
の
錆
朽
た
る
者
或
は
鐵
砲
の
玉
な

ど
出
し
と
い
へ
ば
、
後
世
も
人
の
住
せ
し
こ
と
あ
り
し
に
や
、
又
は
砦
な
ど
に
構
へ
し
こ
と
あ
り
し
も
知

べ
か
ら
ず
、
按
に
日
向
守
は
重
忠
の
家
臣
と
い
へ
ど
其
事
實
を
詳
に
せ
ず
、
さ
れ
ば
遙
に
後
年
の
人
な
る

を
、
此
地
往
昔
重
忠
が
領
地
な
り
と
傳
へ
た
る
よ
り
、
日
向
守
も
其
臣
下
な
る
と
妄
に
い
ひ
起
せ
し
に
あ

ら
ず
や
、
土
人
の
説
に
當
城
の
要
害
堅
固
な
る
こ
と
は
荒
川
の
上
平
方
と
云
所
の
堤
を
切
れ
ば
、
川
越
よ

り
當
所
の
崖
下
ま
で
大
河
と
な
れ
り
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
」

◎
上
峰
村
：
寺
院

○
龍
海
寺

「
黄
檗
宗
、
下
野
國
宇
都
宮
眞
福
寺
末
、
大
日
山
と
號
す
、
本
尊
大
日
を
安
ず
開
山
龍
海
寂
年
を
傳
へ
ず
、

千
駄
村
名
主
庄
左
衛
門
が
地
内
に
あ
り
し
堂
を
引
て
寺
と
な
せ
し
と
云
、
其
年
代
詳
な
ら
ず
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

巻
之
十

◎
西
堀
村

「
本
村
古
時
与
野
領
に
属
す
」

：
仏
寺

○
医
王
寺

「
竪
四
十
間
横
三
十
五
間
面
積
千
四
百
坪
村
の
東
方
に
あ
り
（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）

○
不
動
堂

「
竪
二
十
三
間
横
十
八
間
面
積
四
百
十
四
坪
村
の
北
方
に
あ
り
村
民
石
川
重
五
郎
な
る
も
の
日
向
岡
不
動

尊
縁
起
と
て
其
寫
を
所
藏
す
今
茲
に
其
全
文
を
登
載
す

『
夫
当
所
不
動
尊
濫
觴
者
昔
時
仁
王
八
十
三
代
□
土
御
門
院
の
治
世
鎌
倉
右
將
軍
頼
朝
公
之
老
臣
畠
山
荘

司
重
忠
之
管
領
而
於
是
築
附
庸
城
眞
鳥
日
向
守
鎭
護
而
分
于
時
城
主
爲
武
運
長
久
営
于
一
宇
堂
舎
恭
安
置

於
傳
行
大
師
彫
刻
不
動
尊
像
因
茲
方
堂
の
北
に
有
眞
鳥
山
其
舊
跡
也
呼
城
主
之
称
名
日
向
村
西
之
方
有
構

池
故
呼
本
郷
号
西
堀
村
北
池
之
構
成
阜
数
頃
今
名
堀
畠
從
然
以
来
星
霜
五
百
有
余
年
廃
穢
而
如
是
田
舎
也

者
乎
□
享
保
七
年
□
寛
広
謹
誌
』

（
以
下
「
風
土
記
稿
」）

：
古
跡

○
城
墟

「
村
の
北
方
字
日
向
に
あ
り
東
西
三
町
南
北
七
町
北
端
に
濠
跡
を
存
す
る
の
み
に
て
余
は
畑
と
な
る
相
伝

ふ
建
久
の
頃
畠
山
重
忠
此
邊
を
領
せ
し
時
当
所
に
城
を
築
き
家
臣
眞
鳥
日
向
守
を
し
て
居
住
せ
し
む
と

（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）。

○
富
士
見
塚

（
ほ
ぼ
「
風
土
記
稿
」
に
同
じ
）

○
長
福
寺
跡

「
竪
二
十
三
間
横
十
六
間
面
積
二
百
八
坪
村
の
北
方
に
あ
り
同
宗
同
末
明
治
四
年
廢
寺
と
な
り
方
今
民
有

地
と
な
る
」

◎
上
峰
村
：
古
跡

○
龍
海
寺
跡
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「
竪
三
十
間
横
十
七
間
面
積
五
百
拾
坪
村
の
南
方
に
あ
り
黄
檗
宗
下
野
国
宇
都
宮
眞
福
寺
の
末
な
り
明
治

五
年
廃
寺
と
な
る
（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）。

五
．
主
な
参
考
文
献
等

（
一
）
翻
刻
注
釈
解
説

○
序
文

・
拙
稿
「
日
向
十
景
碑
に
つ
い
て
│
近
世
さ
い
た
ま
市
の
景
観
史
料
│
」『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部)

』

第
六
二
巻
第
二
号
（
二
○
一
三
年
九
月
）（
深
堀
清
隆
と
共
著)

。

○
和
歌

・
飯
泉
健
司
「
日
向
十
景
碑
文
和
歌
│
注
釈
と
考
察
」
『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
第
二
六
号
（
二
○

二
三
年
十
月
）。

注（
１
）
河
野
省
三
「
幕
末
の
神
道
家
齋
藤
義
彦
」『
埼
玉
史
談
』

（
２
）
内
山
精
也
「
宋
代
八
景
現
象
考
」『
中
國
詩
文
論
叢
』
二
十
巻
（
二
○
○
一
）。

（
３
）
青
木
陽
二
・
榊
原
映
子
編
「
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
―
過
去
の
景
観
評
価
デ
ー
タ
―
」『
国
立
環
境
研
究

所
研
究
報
告
』
第
一
九
七
号
（
二
○
○
七
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
は
一
一
三
三
箇
所
の
「
八
景
（
十
景
な
ど
も
含
む
）」
が

存
在
す
る
と
い
う
。

（
４
）
稲
垣
田
龍
、
寛
政
元
（
一
八
三
四
）
年
か
ら
文
久
元
（
一
八
六
二
）。
諱
は
玄
節
、
字
は
仙
松
、
号
が
田
龍
。
稲
垣

家
で
は
当
主
は
代
々
新
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
与
野
の
名
主
。
若
い
頃
か
ら
武
芸
を
学
び
、
様
々
な
流
派
で
免
許
皆
伝
と

な
る
一
方
、
江
戸
深
川
の
浅
野
北
水
に
天
文
学
を
学
び
地
動
説
な
ど
、
天
文
暦
法
の
書
も
多
く
も
の
し
て
い
る
。
与
野
鈴

谷
妙
行
寺
に
小
泉
蘭
斎
が
撰
文
し
た
墓
碑
が
あ
る
。
著
述
な
ど
は
『
埼
玉
県
与
野
市
文
化
財
報
告
書

第
十
一
集

稲
垣

田
龍
調
査
概
報
』（
一
九
八
四
）。

以
上

二
○
一
三
年
九
月

薄
井
俊
二
訳
す

二
○
二
三
年
五
月

薄
井
俊
二
加
筆
修
正

二
○
二
四
年
二
月

薄
井
俊
二
再
加
筆
修
正


